
今後の地域まちづくりの進め方

第54回横浜市地域まちづくり推進委員会
令和４年８月25日

議事１

新たな中期計画の基本的方向

今後さらに顕在化・深刻化しそうな課題が解決された姿を
「共にめざす都市像」として描き、その実現に向けた戦略、
政策をとりまとめる

計画期間
2022（令和４）年度から2025（令和７）年度までの４年間

（１）新たな中期計画の構成等

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）
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新たな中期計画の基本的方向

（２）新たな中期計画の策定スケジュール

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）

←現在は、この段階
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新たな中期計画の基本的方向

（３）共に目指す都市像

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）

社会の変化が速く、先を見通しにくい時代になっている今こそ、
都市や暮らしの在り方をもう一度、皆さんと共有し直すことが必要です。

私たちのまち横浜は、150年以上前から先人たちが未来を切り拓いてきた、挑戦の地です。
ありたい姿を追求し、皆さんと共に力をあわせて、創ってきた今の横浜。
これから、私たちが、この困難な時代を乗り越えて、子どもたちに、

未来につないでいかなければなりません。

横浜は、全ての人の「明日をひらく都市」であり続けたい。
様々な困難を抱えていても、その人が望む道を選択し、みんなで応援する都市。

多種多様な人の才能、その人らしい可能性をひらく都市。
たくさんの人が集い、明日を感じ、語らいあえる都市。

多くの様々な企業が集まり、つながり、新しい価値を生み出しつづける都市。
自然や文化をはじめとした、豊かなまちの魅力をひらく都市。

横浜が持続可能であることはもちろん、地球における持続可能性をひらく都市。

横浜に関わる、全ての人が前を向き、希望にみちあふれた毎日を送れる、
世界のどこにもない都市を共につくりましょう。

明日に向けた一人ひとりの行動が、新しい横浜をつくっていきます。
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新たな中期計画の基本的方向

（３）共に目指す都市像（目指す未来の具体像）

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）

5

新たな中期計画の基本的方向

（４）基本姿勢

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）

① SDGsの実現の視点

② 地域コミュニティ強化の視点

③ DXの推進とデータ活用・ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの推進の視点

④ 協働・共創の視点

⑤ 脱炭素社会実現の視点
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新たな中期計画の基本的方向

（５）９つの戦略

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）
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新たな中期計画の基本的方向

（６）地域まちづくりに特に関わる戦略

新たな中期計画の基本的方向（抜粋）
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その他地域まちづくりに関わる取組状況

（１）用途地域等の見直し

⽤途地域等の指定及び⾒直しの基本的考え⽅（抜粋）

ア 用途地域等の見直しを進める上での基本姿勢

社会情勢の変化、郊外住宅地の生活利便性の課題、コロナ禍
を契機とした新たな働き方のニーズの高まり等を踏まえ、用
途地域等の見直しの取組を進めている。

令和５年度以降の都市計画変更の手続きを目指している
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その他地域まちづくりに関わる取組状況

（１）用途地域等の見直し

⽤途地域等の指定及び⾒直しの基本的考え⽅（抜粋）

イ 目指す土地利用の姿（郊外住宅地の魅力向上）
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その他地域まちづくりに関わる取組状況

（１）用途地域等の見直し

⽤途地域等の指定及び⾒直しの基本的考え⽅（抜粋）

ウ 具体的な取組（郊外住宅地の魅力向上）
① 第一種低層住居専用地域から第二種低層住居専用地域への変更

② 特別用途地区の指定
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※ 地区計画や建築協定、地域まちづくりルール等が定められている地区については、それぞれの地域特性
を踏まえてつくられたルールを優先することとし、今回の見直しでは変更、指定しない。

その他地域まちづくりに関わる取組状況

（２）都市計画マスタープランの改定

第１回都市計画マスタープラン改定等検討⼩委員会資料（抜粋）

ア 改定の基本的な考え方
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その他地域まちづくりに関わる取組状況

（２）都市計画マスタープランの改定

第１回都市計画マスタープラン改定等検討⼩委員会資料（抜粋）

ア 改定の基本的な考え方
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その他地域まちづくりに関わる取組状況

（２）都市計画マスタープランの改定

第163回横浜市都市計画審議会資料（抜粋）

イ スケジュール（案）
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その他地域まちづくりに関わる取組状況

（３）地域福祉保健計画

令和４年度第１回横浜市地域福祉保健計画策定・推進委員会資料（抜粋）

第５期計画（2024（令和６）年度～2028（令和10）年度）の
策定に向け、検討作業が始められている。

「地域共生社会」
の実現を目指す
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地域まちづくりの進め方

（１）地域が目指す姿の捉え方（各種検討を踏まえて）
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① 地域活動の主体（担い手）を増やすには？

地域活動の承継が困難、地域参加のキッカケがない
地域共生社会の活動の主体（担い手）が減少

＜伺いたい内容＞
ボランティア活動からの転換、参加のキッカケづくりの視点

② 地域まちづくりでのデジタル活用とは？

多様な暮らし方、働き方を支えるデジタル技術の普及
SNS、オンライン交流、ネット通販、自動運転など普及、デジタル弱者も

＜伺いたい内容＞
デジタル技術の発展途上での地域支援のあり方など

③ ハード整備を伴う地域の合意形成を支援する意義は？

地域で策定したプラン・ルールを、市が認定し、共に推進している
多様な価値観が尊重され、分野横断的な取組への合意形成に難しさ

＜伺いたい内容＞
合意形成の手法・程度、地域の適正な規模など

地域まちづくりの進め方

（２）意見交換 ～今後の計画策定や取組に生かしていくために～
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